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“元気！“ 

 

 

景気の低迷が長年にわたり続く中、これからも厳しい時代が続いていくという見通しが大勢を占めています。

そのような状況の中、将来に希望が持てず、消極的になってしまっている人が増えてきているように感じます。

今こそ、我々青年会議所メンバーが先頭に立ち、このような時代だからこそ、元気に行動し、自らの力で明る

い未来を創造していかなければならないということを示していきたいと考えます。 

 

私が思い描く理想の「まち」とは、暮らしている人達が、自らこの「まち」に愛着を持ち、未来への創造性

を持って活動することで、住民に笑顔が溢れ、互いに元気を分け与えていけるような、そんな「まち」です。

その理想の「まち」に近づくためにも、地域の方々に自らが暮らすこの「まち」に今以上の興味、関心を持っ

ていただき、自らこの「まち」を作っていくのだという想いを持ち、元気に行動する人を増やしていく事が必

要不可欠だと考え、その実現のための事業を展開してまいります。 

 

本年度、初釜においては、地域の伝統、文化に触れる機会を持ち、それを実際に体験していただくことによ

って、我々の地域の素晴らしさを更に広めていきたいと考えます。また、青少年育成事業と致しまして、子供

たちが地域の大人たちによって守られていると実感し、将来、子供たちが次代のために活動したいという想い

を持って頂く事業や、子供たちに、将来に向けて頑張る元気の源となる自信を持って頂く事業を展開して参り

ます。そして、これらの事業を広く発信することで、地域全体に元気に行動することの大切さを広めていきま

す。 

 

私は、自らの行動がまちを元気にするのだという気概を全メンバーに伝えていきます。そして、その想いを

地域全体に浸透させ、将来この地域に生まれ、育ち、生きていく人たちのために、心から地域を愛する人を増

やしていきたいと考えます。地域を元気にすることが我々地域力発信委員会の使命であることを胸に、一年間

尽力してまいります。 


